
 

 

 

 

 令和８年度第１回博物館研修会を岐阜県博物館で行います。岐阜県博物館では４月２４日（金）

から６月２８日（日）まで、開館５０周年記念特別展「尾張徳川家ゆかりの美濃刀」が開催され

ます。学芸員の方に特別展に関する講話をしていただいた後、特別展を観覧する研修会とします。 

皆様お誘いあわせの上、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 

１ 日 時  令和８年５月２８日（木） 午後１時～午後３時 

２ 会 場  岐阜県博物館（関市小屋名 1989 岐阜県百年公園内） 

３ 集 合  現地集合（岐阜県博物館） 

        ※博物館入口で受付を行います。そこで参加費（入館料）を集めます。 

受付された方から、３階のけんぱくホールへ移動してください。（席は自由） 

４ 日 程 

・午後 12 時 30 分から博物館入口で受付を行います。 

・午後 1 時～2 時 けんぱくホールで特別展や美濃刀に関わる講話をしていただきます。 

・午後 2 時～3 時 特別展会場にて特別展を観覧します。 

５ 特別展の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 募集人員 ５０名 

７ 参加費  入館料 ８００円（２０名以上参加の場合は７００円） 

 ・参加費は、当日集めます。 

 ・岐阜県博物館友の会会員、障がい者手帳・指定難病受給者証、「ミライロ ID」をお持ちの 

方とその介護者１名は入館料が無料になりますので、証明できるものを持参ください。 

また、文化財保護巡視員も入館料が無料になりますので巡視員の身分証を持参ください。 

 

 

岐阜県文化財保護協会 令和８年度博物館研修会のご案内 

岐阜県博物館 特別展「尾張徳川家ゆかりの美濃刀」 

【参加申込】 
 
 令和８年５月２１日（木）までに 

 電話かQRコードで申込ください。 

  ※土日・祝祭日は事務局閉室 

 
 
 
 
 
参加申込 

岐阜県文化財保護協会 

岐阜市薮田南 5-14-12  

TEL 058-214-9112 
 

緊急時 080-5115-2090（川部） 

 岐阜県博物館が所在する関市は、中世の一大日本刀産地を継

承し、現在も刀匠が活躍する刃物産地として有名です。美濃刀

は、戦国期、実用刀として鍛錬され、切れ味や使い勝手がよい

ことで知られる一方、時代が下ることや実用刀であることから

評価されにくい傾向があります。 

今回、岐阜県博物館開館 50 周年を迎えるにあたり、尾張徳

川家ゆかりの徳川美術館刀剣コレクションが展示されます。全

国屈指の武家文化コレクションを誇る徳川美術館には、徳川将

軍からの拝領品や尾張徳川家ゆかりの刀剣類が伝来していま

す。多くの名刀の陰で、日頃展示公開の機会を逸してきた美濃

刀が一挙に公開される稀な展覧会です。 

美濃刀 

 美濃では、鎌倉時代末・

南北朝時代頃から日本刀

制作が始まりました。中世

には備前長船と並ぶ刀剣

産地が関に形成され、東海

地方の戦国武将が関鍛冶

を伴って各地に封じられ

る中、美濃伝（鍛錬法・作

風）が全国に広まりまし

た。 

 研修会では学芸員の講

話で美濃刀についても話

していただく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


